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大学以外の教育施設等における学修のうち文部科学大臣が定める

学修に係る単位の認定に関する取扱要項

平成１６年 ４月 １日 制 定

令和 ２年 ３月１６日 最終改正

第１条 京都教育大学学則（以下「学則」という。）第１４条の規定に基づく，大学以外

の教育施設等における学修のうち文部科学大臣が定める学修（以下「学修」という。）

に係る単位の認定に関する事項は，この取扱要項の定めるところにより実施する。

第２条 単位の認定を受けることができる者は，次の各号の一に該当するものとする。

一 公益財団法人日本英語検定協会が実施する実用英語技能検定（以下「実用英語技能

検定」という。）で，準１級以上の資格を認定されている者

二 Educational Testing Serviceが実施する Test of English as a Foreign Language（以下「Ｔ
ＯＥＦＬ」という。）で、ｉＢＴ７２点以上又はＰＢＴ５２７点以上の成績を有する

者

三 一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会が実施する国際コミュニケーシ

ョン英語能力テスト（以下「ＴＯＥＩＣ」という。）で７３０点以上の成績を有する

者

四 公益財団法人日本フランス語教育振興協会が実施する実用フランス語技能検定試験

（以下「実用フランス語検定」という。）で，３級の資格を認定されている者

五 実用フランス語検定で，２級以上の資格を認定されている者

六 公益財団法人ドイツ語学文学振興会が実施するドイツ語技能検定試験（以下「ドイ

ツ語技能検定」という。）で，３級の資格を認定されている者

七 ドイツ語技能検定で，２級以上の資格を認定されている者

２ 単位の認定を受けようとする者は，大学以外の教育施設等における学修に係る単位認

定申請書（別紙様式）に当該成績を証明する書類を添えて，大学が定める期日までに教

務課に提出するものとする。

３ 前項の規定による申請に基づき，本学において履修したものとみなす授業科目及び単

位数は，別表のとおりとする。

第３条 単位の認定は，教務委員会の議を経て教授会が行うものとする。

第４条 単位の認定を受けた者の学籍簿には，当該授業科目の成績欄に「認定」と記入す

る。

附 則

この要項は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

１ この要項は，平成１９年２月２０日から施行する。

２ 平成１７年度以前に入学した者に係る改正後の別表については，なお，従前の例に

よる。

附 則

この要項は，平成２４年６月１３日から施行する。

附 則

この要項は，平成２５年９月３０日から施行し，平成２５年８月１日から適用する｡
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附 則

この要項は，平成３０年９月１８日から施行し，平成３０年９月１日から適用する｡

附 則

この要項は，平成３１年１月１日から施行する。

附 則

この要項は，令和２年４月１日から施行する。
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別紙様式（第２条第２項関係）

大学以外の教育施設等における学修に係る単位認定申請書

年 月 日

京都教育大学長 殿

所 属 専攻

学籍番号

氏 名

このたび、学則第１４条の規定に基づき、下記の単位を認定してくださるよ

う、所定の書類を添えて申請します。

記

学修の種類

級・点数 級 点

合格した年月日 年 月 日

認定を受けようとする本学授業科目名及び単位数

※申請の際には学修の成績を証明する書類（コピーは不可）を添付してくだ

さい。

別表（第２条第３項関係）

本学において履修したとみなす授業科目及び単位数

学 修 の 種 類 認定する

認定する本学授業科目 備 考

及 び 級 ・ 点 数 単 位 数

実用英語技能検定

準１級以上 左記学修のう

ＴＯＥＦＬ ち，いずれか

ｉＢＴ７２点以上 英語（資格検定）Ⅲ ２ 一つについて

ＰＢＴ５２７点以上 単位認定する。

ＴＯＥＩＣ

７３０点以上

実用フランス語検定 フランス語（資格検定）Ⅱ ２

３級

実用フランス語検定 フランス語（資格検定）Ⅲ ２

２級以上

ドイツ語技能検定 ドイツ語（資格検定）Ⅱ ２

３級

ドイツ語技能検定 ドイツ語（資格検定）Ⅲ ２

２級以上


